
平成29年
6月1日発行

もとす広域連合
第69号

幼児療育センター
指導風景

男
52,599人

女
54,625人

人口
107,224人

管内の人口と世帯数 主な内容

世帯数
40,229世帯

（平成29年5月1日現在） もとす広域連合 組織体制
平成28年度 情報公開及び個人情報保護実施状況
衛生施設 さわやかプラント通信
平成29年度 介護保険料について
介護保険負担限度額認定証の更新のお知らせ
　介護サービス等調査委員会運営状況の公表
こんにちは幼児療育センターです・休日急患診療所のご案内
大和園からのお知らせ
地域包括支援センターだより
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広域連合長：本巣市長（藤原 勉）
議会

副広域連合長

総務課 介護保険課 老人福祉施設大和園 療育医療施設 衛生施設

議長
副議長
議会運営委員会
総務介護常任委員会
老人福祉常任委員会
療育医療衛生常任委員会

・もとす広域連合全体
の管理

・議会

・監査委員

・公平委員会

・選挙管理委員会

・分収林の管理

・事業計画

・保険給付

・介護保険料の賦課、徴収

・地域支援事業

・介護認定審査会

・障害支援区分認定審
査会

●幼児療育センター
・指定発達支援事業所

・指定障害児支援事業所
　指定特定相談支援
事業所

●休日急患診療所

・浄化槽、農業集落
排水処理施設及び
コミュニティ・プ
ラントに係る汚泥
並びにし尿の処理

・養護老人ホーム

・特別養護老人ホーム

・老人デイサービス
センター

・老人短期入所施設

・老人介護支援センター

・居宅介護支援事業所

広域連合監査委員

広域連合選挙管理委員会

広域連合公平委員会

広域連合会計管理者
老人福祉施設担任

瑞穂市長（棚橋 敏明）

療育医療施設担任
衛生施設担任

北方町長（戸部 哲哉）

事務局長

もとす広域連合 組 織 体 制
もとす広域連合は、瑞穂市、本巣市及び北方町で組織された特別地方公共団体です。組織市町の介護保
険に係る事務等の共同処理や、老人福祉施設大和園、幼児療育センター、休日急患診療所、し尿処理施
設の管理・運営等をしています。このような組織体制でそれぞれの業務に取り組んでいますので、よろしく
お願いします。

　もとす広域連合情報公開条例及びもとす広域連合個人情報保護条例の規定により、公文書の公開等
及び個人情報の開示等の実施状況を次のとおり公表します。

情報公開及び個人情報保護実施状況平成28年度

<情報公開関係> <個人情報保護関係>
平成28年度　公文書の公開等の実施状況
……請求件数１件

平成28年度　個人情報の開示等の実施状況
【開示請求関係】……請求件数3件

【利用停止請求関係】（違法に収集または提供された
個人情報の利用及び提供の停止または消去の請求）
……請求件数０件
【訂正請求関係】（誤った個人情報の訂正の請求）
……請求件数０件

決　定　状　況

決定状況 決定状況
実
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機
　
関
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求
　
件
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又
は

変
更
し
て
公
開

非
公
開

不
服
申
立
て
件
数

却
下

決
定
等
を
取
消

又
は

変
更
し
て
公
開

広域連合長

議 　 会

公平委員会

監 査 委 員

合 　 　 計

1

０

０

０

0

１

0

０

０

０

0

0

1

1

選 挙 管 理
委 員 会

決　定　状　況

決定状況 決定状況
実
　
施
　
機
　
関

請
　
求
　
件
　
数

全
部
公
開

部
分
公
開

審
査
請
求
件
数

却
下

決
定
等
を
取
消

又
は

変
更
し
て
公
開

非
公
開

審
査
請
求
件
数

却
下

決
定
等
を
取
消

又
は

変
更
し
て
公
開

広域連合長

議 　 会

公平委員会

監 査 委 員

合 　 　 計

3

0

0

0

0

3

3

0

0

0

0

3

選 挙 管 理
委 員 会

2第69号



プラント通信
（平成２８年４月～平成２９年３月）

施設で処理をして放流される水（放流水）の水質検査の結果を報告します。

水質汚濁防止法、廃棄物処理法及び第７次総量規制に係る８項目（○印）については、全項目をクリアして
おり、環境保全には十分配慮しています。適正に処理された水は天王川に放流しています。

衛生施設

さわやか

平成2８年度放流水の水質検査結果一覧表

pH

BOD
COD
SS
大腸菌群数

T-N
T-P
NH4-N
NO2-N
NO3-N

PO43-
透視度
色度
塩素イオン
溶存酸素

微量に含まれる物質の割合を表す単位
㎎/ℓ （ppm）・・１００万分の１（　　）

水素イオン濃度のこと。溶液中の水素イオン濃度を表わす指数。７を中性とし、７より大きくなるほどアルカリ性が強くなり、逆に小さくなるほ
ど酸性が強くなる。
生物化学的酸素要求量のこと。微生物によって酸化分解されるときに消費される酸素の量。数値が高いほど汚れが大きいことを示す。
化学的酸素要求量のこと。酸化剤によって酸化されるときに消費される酸化剤の量を換算した値。数値が高いほど汚れが大きいことを示す。
浮遊物質量のこと。     
人の腸管内に常時生息し、健康な人間の糞便１ｇ中に１０億～１００億存在するといわれている。大腸菌群数は容易に検出できることから、し尿
汚染の指標として広く用いられている。     
全窒素のこと。有機態窒素に無機態窒素（NH4-N・NO2-N・NO3-N）を加算した総量。 
全リンのこと。汚泥や糞尿などに含まれるリンの全量のこと。     
アンモニア性窒素のこと。汚泥中の尿が腐って分解するとき尿に含まれる尿素やたんぱく質がアンモニア性窒素に変化する。
亜硝酸性窒素のこと。アンモニア性窒素が酸化分解したときに生じるもの。この値が高いほど浄化効率が高いことを示す。
硝酸性窒素のこと。窒素化合物が酸化によって生じた最終の生成物であり生汚水には殆んどなく、処理水に認められるため処理の程度を判
定する指標になる。     
リン酸のこと。     
水の透明度を示すもの。     
水の濁りの程度を表すもの。     
水中に溶けている塩化物の塩素をいう。希釈の程度を知るのに用いる。  
水中に溶解している酸素をいう。水が清純であるほど、その温度における飽和
量に近く含有される。

１０6
１

項目
検査日
天気
気温
水温
p H
B O D
C O D
S S

大腸菌群数
COD負荷量
T-N負荷量
T-P負荷量
NH4 -N
NO2 -N
NO3 -N
PO43 -

透視度
色度

塩素イオン
放流水量

単位
̶
̶
℃
℃
̶
㎎/ℓ
㎎/ℓ
㎎/ℓ
個/mℓ
㎏/日
㎏/日
㎏/日
㎎/ℓ
㎎/ℓ
㎎/ℓ
㎎/ℓ
cm 
度
㎎/ℓ
㎥/日

○
○
○
○
○
○
○
○

４月

21日

曇り

20 

22.6

6.9 

2.1 

13

13

<30

3.11 

0.29 

0.03

0.07

0.01

0.4

0.30

>100

18

30

285.1

５月

26日

曇り

23 

25.8 

7.0 

0.5 

10

3

<30

3.43 

0.37 

0.02

0.15

0.01

0.5

0.24 

>100

12

70 

286.5 

６月

30日

雨

22 

28.0 

7.0 

1.2 

14 

1

<30

3.43 

0.29 

0.01

0.11

0.01

0.6

0.84 

>100

13

70 

290.2 

７月

28日

曇り

29 

28.4 

7.0 

2.0 

12

4

<30

3.17 

0.25 

0.04

0.48

0.01

0.79

0.98

>100

9

90 

271.2 

８月

25日

晴れ

32 

29.7 

7.0 

1.7 

10

3

<30

2.74 

0.37 

0.03

0.04

0.01

1.3

0.40

>100

7

80 

297.2 

９月

29日

雨

29 

27.0 

7.0 

<0.5

7.6

9

<30

2.76 

0.44 

0.04

0.04

<0.01

1.8

0.30

>100

2

50 

293.3 

10月

26日

晴れ

22 

23.4 

7.0 

1.3 

9.2

2

<30

2.86 

0.38 

0.01

0.1

<0.01

0.6

0.20

>100

6

50 

287.3 

11月

30日

晴れ

7 

18.6 

6.9 

0.8 

6.0

12

<30

2.23 

0.23 

0.00

0.06

<0.01

0.17

0.45

>100

13

40 

306.1 

12月

21日

晴れ

7 

18.3 

6.8 

2.2 

8.4

2

<30

2.39 

0.25 

0.00

<0.01

<0.01

0.3

0.09

>100

8

50 

296.0 

１月

26日

晴れ

10 

14.4 

6.7 

<0.5

8.0

1

<30

2.25 

0.46 

0.01

0.05

<0.01

<0.01

0.1

>100

6

60 

280.9 

２月

22日

晴れ

13 

16.6 

7.0 

1.8 

5.2

2

<30

2.54 

0.26 

0.00

0.2

<0.01

0.11

0.57

>100

12

60 

311.1 

３月

23日

曇り

11 

17.7 

6.9 

3.1 

7.6

4

<30

3.04 

0.42 

0.00

0.49

<0.01

0.12

0.06

>100

8

40 

258.0 

規　制　値
̶
̶
̶
̶

5.8～8.6
20㎎/ℓ以下
30㎎/ℓ以下
70㎎/ℓ以下
3,000個/mℓ以下
34.7㎏/日以下
40.4㎏/日以下
3.5㎏/日以下

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

3 第69号



　　

介
護
保
険
は
、
み
な
さ
ん
の
保
険
料
と

国
・
県
・
市
や
町
の
公
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
介
護
保
険
料
は
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
が
多
け
れ
ば
高
く
な
り
、

少
な
け
れ
ば
低
く
な
り
ま
す
。

　

も
と
す
広
域
連
合
管
内
の
65
歳
以
上
の
方

の
保
険
料
は
、
管
内
で
必
要
と
な
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
22
％
を
管
内
に
お
住
ま
い
の

65
歳
以
上
の
方
の
人
数
で
割
っ
た
額
が
基
準

と
な
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年

度
の
基
準
と
な
る
額
は
、
月
額
５
，
６
５
０

円
で
す
。
こ
の
額
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
量
に
応
じ
、
３
年
に
一
度
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
年
間
介
護
保
険
料
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
こ
の
介
護
保
険
料
は
、
住
民
税

の
課
税
状
況
、
課
税
年
金
収
入
額
お
よ
び
所

得
金
額
等
に
応
じ
て
、
10
段
階
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
納
め
方
に
は
次
の
２
通
り

が
あ
り
ま
す
。

１
．
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　

老
齢
（
退
職
）
年
金
・
遺
族
年
金
・
障
害

年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
は
、

年
金
受
給
時
に
年
金
か
ら
天
引
き
（
年
６

回
）
さ
れ
ま
す
。

２
．
普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

　

老
齢
（
退
職
）
年
金
・
遺
族
年
金
・
障
害

年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方
、

65
歳
に
な
っ
て
間
も
な
い
方
、
他
の
市
区
町

村
か
ら
転
入
し
て
き
た
方
な
ど
は
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
毎
月
末

（
た
だ
し
、
月
末
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
翌
月
最
初
の
営
業
日
、
12
月
は
25
日
の
年

８
回
）
で
す
。
納
付
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
・
普
通
徴
収
の
い
ず
れ
の
方
に

も
、
住
民
税
確
定
後
の
７
月
中
旬
に
平
成
29

年
度
の
介
護
保
険
料
を
算
定
し
「
介
護
保
険

料
納
入
通
知
書
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
納
付
書
払
い
の
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
29
年
第
１
期
か
ら
第
８
期
（
納

期
限
：
７
月
末
か
ら
翌
年
２
月
末
ま
で
）
の

納
付
書
が
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
と
一
緒

に
つ
い
て
お
り
ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

介
護
保
険
制
度
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
納

期
限
ま
で
に
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
介
護
保
険
料
の
決
め
方
》 

《
納
付
方
法
》 

あなたの保険料は

６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
が

７
月
に
決
ま
り
ま
す

平成２９年度

基準額をもとに、所得段階に応じて保険料が決められます。

段 階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

保険料率

基準額×0.45

基準額×0.65

基準額×0.75

基準額×0.90

基準額

基準額×1.15

基準額×1.25

基準額×1.50

基準額×1.75

基準額×1.85

30,500円
44,000円
50,800円
61,000円
67,800円
77,900円
84,700円
101,700円
118,600円
125,400円

年間保険料
（12ヵ月分）

※第1段階については、公費による軽減措置が行われています。

い
い
え

い
い
え

い
い
え

は
い

い
い
え

は
い

はい

はい

いいえ

は
い

80万円以下

80万円を超え120万円以下

120万円を超える

600万円以上

400万円以上600万円未満

190万円以上400万円未満

125万円以上190万円未満

125万円未満

あ
な
た
は
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

あ
な
た
と
同
じ
世
帯
に
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
か
？

あ
な
た
は
老
齢
福
祉
年
金
を

受
給
し
て
い
ま
す
か
？

あなたの前年の課税年金
収入額と合計所得金額の
合計額は80万円以下ですか？

あ
な
た
の

前
年
の
課
税
年
金

収
入
額
と
合
計

所
得
額
の
合
計
額
は
？

あ
な
た
は
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
ま
す
か
？

あなたの前年の
合計所得金額は？

※基準月額は５,６５０円です。
　（平成27年度～29年度）
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現
在
、
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
は
、
有
効

期
限
が
平
成
29
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
認
定
が
必
要
な
方
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
す
で
に
有
効
期
間
が
平
成
29
年
７
月
31
日
ま
で
の
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

７
月
初
旬
に
も
と
す
広
域
連
合
よ
り
更
新
の
お
知
ら
せ
を
お
送

り
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
に
同
封
し
ま
す
申
請
書
類
等
に
ご
記
入

の
上
、
も
と
す
広
域
連
合
、
ま
た
は
各
市
町
の
介
護
保
険
担
当

課
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、
認
定
さ
れ
た
方
に
は

「
平
成
29
年
度
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

◆
ご
注
意

　

平
成
27
年
８
月
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
判
定
要
件
に
預
貯
金

等
の
資
産
の
基
準
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
資
産
に
あ
た
る
も
の

を
複
数
お
持
ち
の
場
合
は
、
確
認
で
き
る
も
の
を
す
べ
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
者
負
担
段
階
対
象
要
件
の
変
更
に
つ
い
て

　

世
帯
全
員
住
民
税
非
課
税
で
あ
っ
て
、
合
計
所
得
金
額
と
課

税
年
金
収
入
額
が
80
万
円
以
下
の
方
で
、
一
定
額
以
上
の
預
貯

金
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
食
費
・
部
屋
代
に
つ
い
て
、
利

用
者
負
担
段
階
第
２
段
階
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
利
用
者
負
担
段
階
の
判
定
に
用
い
る
収
入
に
は
、
課
税
年

金
（
老
齢
年
金
な
ど
）
収
入
の
み
が
判
定
要
件
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
28
年
８
月
か
ら
は
非
課
税
年
金
（
遺
族
年
金
と

障
害
年
金
な
ど
）
収
入
も
含
め
て
判
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
…

　

所
得
の
低
い
方
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利

用
が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
申
請
に
よ
り
食
費
・
部
屋
代

の
軽
減
を
行
う
も
の
で
す
。
軽
減
対
象
と
な
る
判
定
の
流
れ
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課　

保
険
係

電
話　

０
５
８
―
３
２
０
―
２
２
２
０

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
の
更
新
の
お
知
ら
せ

現
在
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
へ

　

も
と
す
広
域
連
合
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
調
査
委
員
会

設
置
条
例
第
14
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

28
年
度
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
申
立
て
の
受
付
件
数
（
苦
情
の
概
要
）
…
…
…
０
件

・
申
立
て
の
処
理
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
０
件

　

こ
の
委
員
会
は
介
護
保
険
に
関
す
る
苦
情
等
を
公

正
か
つ
迅
速
に
処
理
し
、
介
護
保
険
制
度
を
適
正
に

運
営
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
第
三
者
機
関
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
苦
情
等
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
保
険
課　

保
険
係

電
話　

０
５
８
―
３
２
０
―
２
２
２
０

平
成　

年
度

28

介
護
サ
ー
ビ
ス
等

調
査
委
員
会
運
営
状
況
の
公
表

【食費・部屋代の負担軽減対象者の判定の流れ】

住民税課税

住民税非課税

基準額を
超える

基準額以下

〈所得要件〉
・市区町村民税非課税　
世帯かどうか
・世帯が違っていても　
配偶者が市区町村民税
非課税かどうか

食費・部屋代の
負担軽減の対象

〈資産要件〉
預貯金等が基準額以下
●配偶者がいる方は

合計２,０００万円
●配偶者がいない方は

１,０００万円

対象外

対象外
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休
日
急
患
診
療
所
の

ご
案
内

こ
ん
に
ち
は
幼
児
療
育
セ
ン
タ
ー
で
す

　

就
学
前
の
発
達
や
集
団
適
応
に
心
配
の
あ
る
お

子
さ
ん
が
健
や
か
に
成
長
し
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

　

マ
マ
友
と
の
遊
び
の
場
や
、
幼
稚
園
や
保
育
園

で
の
わ
が
子
の
姿
と
お
友
達
を
比
べ
た
り
、
育
児

雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
し
す
ぎ
て
、
余

計
に
心
配
し
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

最
近
で
は
、
こ
と
ば
や
運
動
面
な
ど
の
発
達
全

般
の
遅
れ
だ
け
で
は
な
く
、
落
ち
着
き
の
な
さ
や

友
達
と
の
関
わ
り
方
、
こ
だ
わ
り
や
集
団
適
応
が

苦
手
な
ど
の
相
談
か
ら
療
育
利
用
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

組
織
市
町
（
瑞
穂
市
・
本
巣
市
・
北
方
町
）
の

お
子
さ
ん
の
発
達
や
子
育
て
に
つ
い
て
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
相
談
・
療
育
機
関
で
す
。

 　
　
　

 　

（
発
達
支
援
事
業
所
）

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
発
達
に
課
題
の
あ
る

未
就
学
の
お
子
さ
ん
が
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本

動
作
や
知
識
技
能
を
習
得
し
、
集
団
生
活
に
適
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

適
切
か
つ
効
果
的
な
指
導
及

び
訓
練
を
行
う
事
業
で
す
。

発
達
課
題
に
応
じ
た
生
活
指

導
・
グ
ル
ー
プ
指
導
・
個
別

指
導
を
行
い
ま
す
。
利
用
に

あ
た
っ
て
は
、
受
給
者
証
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
個
々
の
お
子
さ
ん
の
状
況
を
把
握
し
、
心
身
の

　

発
達
を
促
し
、
す
こ
や
か
な
成
長
を
助
け
ま
す
。

②
自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
て
、
個
々

　

の
お
子
さ
ん
に
合
っ
た
方
法
で
身
辺
自
立
の
習

　

得
を
目
指
し
ま
す
。

③
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
興
味
関
心
を
持
ち
最
後
ま

　

で
頑
張
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
み
、

　

充
足
感
や
達
成
感
、
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
る

　

よ
う
支
援
し
ま
す
。

④
日
常
生
活
に
必
要
な
〝
や
く
そ
く
〞
〝
き
ま
り
〞

　

が
身
に
つ
く
よ
う
生
活
経
験
の
幅
を
広
げ
、
社

　

会
生
活
に
適
応
で
き
る
力
を
育
み
ま
す
。

⑤
保
護
者
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
お
子
さ
ん
の

　

育
ち
に
必
要
な
援
助
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

　

図
り
具
体
的
な
助
言
に
努
め
ま
す
。

療
　
育
　
目
　
標

◎
相 

談

◎
療 

育

不器用で工作が
嫌いなんだけど…

集団に
入れなくて…

かんしゃくが
ひどくて…

おちつきが
ないのかなぁ～

一人で遊んで
いても気になら
ないんだよねぇ～

ことばが
おそいのかなぁ～

保育園での
トラブルが
多くて…

○
診
療
科
目
／
内
科
、
小
児
科

○
診
療
時
間
／
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
診
療
日
／
日
曜
日
、
祝
日
（
1
月
1
日
除
く
）

　
　
　
　

    

１
月
２
日
・
３
日
・
８
月
15
日
（
お
盆
）

○
場
所
／
北
方
町
北
方
３
２
１
９
―
2
5

　
　
　

（
北
方
警
察
署
東
隣
）

○
電
話
／
０
５
８
―
３
２
３
―
０
５
２
３
（
直
通
）

　
　
　

 

（
直
通
電
話
は
診
療
時
間
の
み
通
話
可
能
で
す
）

※
当
番
医
に
つ
き
ま
し
て
は
、
も
と
す
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
受
診
時
は
医
療
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
薬
は
原
則
、
当
日
分
の
み
の
処
方
と
な
り
ま
す
。

6月

7月

8月

9月

４日

２日

6日

3日

－

３０日

27日

24日

－

２３日

20日

23日

25日

１７日

15日

18日

18日

１６日

13日

17日

11日

９日

11日

10日

6月～9月の診療日

樽
見
鉄
道
北
方
真
桑
駅

本
巣
縦
貫
道

至
岐
阜

至瑞穂

北方
警察署 測量・登記

事務所

診療所駐車場
レ
ス
ト
ラ
ン

P

157

〒501-0471
本巣市政田500番地1
TEL058－323－0584
FAX058－320－2287
もとす広域連合 療育医療施設

幼児療育センター

（
相
談
支
援
事
業
所
）

　

発
達
に
つ
い
て
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
療
育
指
導
を
受
け
る
為
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

真正郵便局

歯科

ホーム
センタ－

ハンバーガー
ショップ

コンビニエンス
ストア

サン
ブリッジ

本
巣
縦
貫
道

レ
ス
ト
ラ
ン

北
方
警
察
署

幼児療育センター

53

159

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
無
料
・
要
予
約
）

☎
０
５
８－

３
２
３－

０
５
８
４
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平成２９年度 　踊りの夕べ　７月２２日（土）　午後6：00～

アニマルセラピーでみんな元気ハツラツ！！
大和園

触れて 遊んで 散歩
　して

一緒に元気に
なるワン！！

今
年
も
み
な
さ
ん
の

ご
来
園
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
♬

昨
年
は
地
域
の

方
々
に
多
数

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

大和園職員募集 年齢不問
職種 仕事の内容 必要資格等 報酬・時給 休暇

介護嘱託員① 夜勤を含む高齢者の
生活介護全般

詳しくは右記までお問い合わせください。　もとす広域連合　老人福祉施設大和園　本巣市曽井中島1156番地4　電話　0581-34-2555

介護職員初任者研修（へルパー2級）
以上の資格を有する方 月額報酬178,600円 有給休暇有

（年間休日152日程度）

介護日日雇用職員② 高齢者の生活介護
全般 資格不問、短時間可 時給850円～1,125円

有給休暇有
（年間休日120日程度）

看護日日雇用職員③ 高齢者の生活医療
全般

看護師または准看護師の資格を
有する方、短時間可 時給1,230円～1,497円

介護支援専門員
日日雇用職員④ ケアマネジメント全般 介護支援専門員の資格を有する方 時給1,030円～1,080円
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もとす広域連合 〒501-0462 岐阜県本巣市宗慶365番地
電話058-320-2266　FAX058-320-2265　http://www.kaigohoken.or.jp
発行／

各市町の地域包括支援センターの連絡先

瑞穂市地域包括支援センター

本巣市地域包括支援センター

北方町地域包括支援センター

〒501-0222 瑞穂市別府1283番地（瑞穂市総合センター1階）
　　　　　  電話：058-327-4118　FAX:058-327-5304

〒501-0466 本巣市下真桑1199番地1（本巣市真正老人福祉センター内）
　　　　　  電話：058-324-5166　FAX:058-324-5167

地域包括支援センターは行政機関等の相談窓口と連携をとっています。お気軽にご相談ください。

〒501-0492 本巣郡北方町長谷川1丁目1番地（北方町役場内）※4月から移転しました。
　　　　　  電話：058-323-5540　FAX:058-323-2114

 平成２８年３月から
「介護予防・日常生活
支援総合事業」が始まっています。
６５歳以上の方が対象の介護予防事業です。介護保険の認定を受けていなくても利用できます。

（注）お住まいの市町の通所型サービスが利用できますが、サービス内容や利用者負担の有無が異なりますので、
　　詳しくは市町の窓口や地域包括支援センターにお問い合わせください。

お住まいの市町の介護予防・生活支援サービス
（通所型サービス）を簡単にご紹介します！

介護予防には食事も重要と
いうことがわかりました。
みんなで作って、おいしくいただきました。

運動教室に参加して元気になりました。

歌と体操で
楽しく介護予防！

シリーズ
介護予防！！
特集 その２

もとす広域連合〈瑞穂市・本巣市・北方町〉 地域包括支援センター

8第69号


